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こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
木
戸
健
介
さ
ん
が
7
年

前
、
公
共
事
業
に
対
す
る
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
姿
勢
に
問
題
あ
り
、
と

国
土
政
策
研
究
所
で
講
演
し
た
内

容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
状
況
は
今

日
で
も
そ
う
変
わ
っ
て
い
な
い
と

指
摘
し
て
き
た
。

木
戸
さ
ん
は
講
演
の
後
半
で
、

自
ら
が
読
売
新
聞
の
記
者
時
代
に

書
い
た
1
本
の
記
事
を
紹
介
し

た
。「
変
わ
る
ダ
ム

『
利
水
』

か
ら『
治
水
』の
流
れ
」（
2
0
0
4

年
12
月
22
日
付
）
で
あ
る
。

ダ
ム
は
90
年
代
後
半
か
ら
、
公

共
事
業
の
無
駄
遣
い
や
自
然
破
壊

の
象
徴
と
批
判
さ
れ
、
予
算
削

減
、
事
業
中
止
が
相
次
い
だ
。
全

国
知
事
会
が
河
川
・
砂
防
の
国
庫

補
助
事
業
の
廃
止
を
政
府
に
求
め

る
異
例
の
事
態
に
も
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
記
事
は
「
知
事
11

人
が
廃
止
反
対
の
立
場
か
ら
緊
急

提
言
を
し
た
」
と
伝
え
る
。
う
ち

1
人
は
「
被
災
し
て
初
め
て
防
災

の
大
切
さ
を
認
識
し
た
」
と
語
っ

た
と
い
う
。
何
が
あ
っ
た
の
か
。

記
事
に
よ
る
と
、
2
0
0
4
年

は
台
風
や
豪
雨
災
害
が
相
次
い

だ
。
台
風
の
直
撃
を
受
け
た
地
域

を
所
管
す
る
地
方
整
備
局
の
担
当

課
長
は
、ダ
ム
の「
整
備
計
画
が
で

き
て
い
れ
ば
今
回
の
は
ん
ら
ん
は

な
か
っ
た
」と
指
摘
し
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
事
業
目
的
か
ら
利
水

を
外
し
、
治
水
に
絞
っ
て
出
直
す

ダ
ム
が
出
て
き
た
と
伝
え
て
い

る
。木

戸
さ
ん
は
講
演
で
、
こ
の
記

事
を
紹
介
し
な
が
ら
、
知
事
た
ち

は
い
つ
襲
う
か
分
か
ら
な
い
災
害

の
た
め
に
多
額
の
税
金
を
投
入
し

て
対
策
を
講
じ
る
の
は
無
駄
だ
と

考
え
て
い
た
が
、
実
際
に
災
害
が

起
き
て
住
民
か
ら
厳
し
く
批
判
さ

れ
、
前
言
を
撤
回
し
た
の
だ
ろ

う
、
と
述
べ
た
。

木
戸
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、「
住

民
の
命
と
財
産
を
守
る
責
任
を
持

つ
地
方
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
は

お
粗
末
」
だ
が
、
台
風
や
豪
雨
災

害
と
聞
け
ば
、
今
年
の
話
か
と
勘

違
い
し
そ
う
だ
。

西
日
本
豪
雨
な
ど
で
も
、
暮
ら

し
の
命
綱
と
も
い
え
る
橋
が
渡
れ

な
く
な
り
、
孤
立
す
る
地
区
が
相

次
い
だ
。
な
ぜ
道
路
が
1
本
し
か

な
い
の
か
、災
害
報
道
に
接
し
て
、

歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
人
も
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
公
共
事
業

に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
防
災
の

関
係
に
つ
い
て
、
木
戸
さ
ん
の
指

摘
を
改
め
て
か
み
し
め
た
い
。

土
木
学
会
第
1
0
5
代
会
長
・

大
石
久
和
氏
の
言
葉
を
思
い
出

す
。「
道
路
は
今
ま
で
、
こ
ん
な

目
標
を
言
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
町
村
道
か
ら
高
速
道
路
に

至
る
ま
で
す
べ
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
っ
て
、
す
べ
て
の
市
町
村

が
災
害
時
に
孤
立
し
な
い
よ
う
に

す
る
、と
」（
本
紙
8
月
1
日
号
）。

（
1
面
か
ら
続
く
）

湖
陵
多
伎
道
路
多
伎
Ｐ
Ｃ

上
部
工
事
（
松
江
国
道
事
務

所
所
管
）
で
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン

フ
ラ
建
設
を
代
表
と
す
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
、
橋
梁
工

事
で
初
め
て
「
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ

ル
の
4
Ｄ
化
と
Ｔ
Ｓ
の
組
み

合
わ
せ
技
術
」を
活
用
し
た
。

関
係
者
の
会
議
で
、
中
村

部
長
は
「
今
回
の
成
果
を
ど

の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
第

三
者
に
伝
え
る
か
。
皆
で
知

恵
を
出
し
合
い
、
現
時
点
で

で
き
る
こ
と
の
最
大
の
結
果

を
出
そ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
10

月
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
10

回
以
上
、
同
種
の
会
議
を
綿

密
に
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
き
た
。

若
林
課
長
は
「
保
田
社
長

と
平
原
次
長
に
は
、
急
な
連

絡
に
も
迅
速
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
る
。

皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
今

後
も
継
続
し
た
い
」
と
述
べ

て
い
る
。

現
場
で
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン

フ
ラ
建
設
の
渡
辺
誠
所
長
が

「
周
辺
工
事
が
複
数
重
な
る

た
め
工
程
管
理
に
苦
心
し

た
。
出
来
形
管
理
で
は
最
新

技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
、
一

部
の
作
業
で
約
30
〜
40
％
の

省
力
化
が
図
れ
た
と
思
う
」

と
評
価
し
た
。

作
業
員
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
・
ホ
ロ
レ
ン
ズ
装
着
に
協

力
し
て
く
れ
、「
将
来
的
に

は
効
率
が
格
段
に
上
が
る
か

も
知
れ
な
い
」
と
感
想
を
述

べ
た
と
い
う
。

多
伎
イ
ン
タ
ー
橋
は
、
島

根
県
出
雲
市
多
伎
町
久
村
で

事
業
中
の
橋
長
76
ｍ
（
支
間

長
23
・
8
ｍ
＋
24
・
0
ｍ
＋

24
・
8
ｍ
）、
有
効
幅
員
19

・
5
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
3
径
間
連
結

6
主
コ
ン
ポ
橋
。
連
絡
道
路

2
本
と
後
谷
川
を
横
過
す

る
。1

径
間
6
本
の
主
桁
は
、

現
場
近
く
の
極
東
興
和
・
江

津
Ｐ
Ｃ
工
場
で
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
セ
グ
メ
ン
ト
を
製
作
。
同

セ
グ
メ
ン
ト
を
陸
送
後
、
現

場
ヤ
ー
ド
で
3
ブ
ロ
ッ
ク
を

1
本
の
主
桁
に
連
結
・
緊
張

し
、
4
0
0
ｔ
吊
ク
レ
ー
ン

で
所
定
位
置
に
設
置
、
架
設

桁
架
設
工
法
を
用
い
て
順

次
、
架
け
て
い
く
も
の
。

1
日
1
本
、
6
日
で
1
径

間
分
が
完
了
す
る
流
れ
で
、

7
月
末
ま
で
に
3
径
間
分
の

主
桁
18
本
の
架
設
が
完
了
し

た
。
埋
設
型
枠
と
し
て
用
い

る
床
版
用
Ｐ
Ｃ
板
（
3
6
5

枚
）
を
設
置
後
、
床
版
上
面

や
高
欄
な
ど
打
設
へ
と
進
ん

で
き
た
。

現
在
、
床
版
工
が
す
べ
て

完
了
し
、
一
部
の
壁
高
欄
の

施
工
と
、
検
査
路
・
排
水
装

置
な
ど
付
属
物
工
を
据
え
付

け
て
、
来
年
1
月
末
の
完
工

を
目
指
し
て
い
る
。

工
期
は
18
年
1
月
〜
19
年

1
月
。
落
札
金
額
は
3
億
2

8
4
0
万
円
（
契
約
時
、
税

別
）。

主主

張張

約
40
％
省
力
化
を
実
現

�
で
き
る
最
大
の
結
果
を
�

イ
ン
フ
ラ
整
備
こ
そ
災
害
対
策

知
事
た
ち
の
反
省

木
戸
健
介
さ
ん
の
足
跡
を
た
ど
る

９

工事が佳境を迎えた多伎インター橋

多伎インター橋
主桁・床版工が完了

中村部長

長
野
県
建
設
部
と
信
州
大

学
工
学
部
な
ど
6
団
体
で
作

る
「
信
州
橋
梁
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
支
援
協
議
会
」
は
、
市
町

村
の
職
員
ら
を
対
象
に
し
た

点
検
技
術
者
の
養
成
講
座
を

来
年
度
か
ら
設
け
る
こ
と
に

し
、
11
月
15
日
、
今
後
の
活

動
に
向
け
た
覚
書
を
締
結
し

た
。
自
治
体
で
橋
梁
の
点
検

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
担
い
手

不
足
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、

注
目
さ
れ
る
取
り
組
み
だ
。

正
式
名
称
は
、「
橋
梁
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
係
る
技
術
者

の
養
成
及
び
技
術
支
援
の
連

携
協
力
に
関
す
る
覚
書
」で
、

他
の
4
団
体
は
長
野
県
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
、
国
立
長
野

工
業
高
等
専
門
学
校
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
長
野

地
域
委
員
会
、
長
野
県
コ
ン

ク
リ
ー
ト
補
修
・
補
強
協
会
。

同
協
議
会
は
今
年
9
月
に

発
足
し
、県
独
自
に「
Ｍ
Ａ
Ｅ

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
ア
シ
ス
タ

ン
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）」
と

呼
ぶ
技
術
者
を
養
成
す
る
た

め
の
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
市
町
村
が
行

う
橋
梁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
支

援
す
る
た
め
、
橋
梁
の
点
検

を
行
う
技
術
者
の
養
成
と
そ

の
活
用
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ

イ
ク
ル
に
係
る
技
術
支
援

―
―
の
2
点
に
つ
い
て
、
6

団
体
が
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
、
覚
書
の
締
結

に
至
っ
た
。

来
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向

け
、
6
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
養

成
講
座
を
開
い
た
り
、
講
師

を
派
遣
し
た
り
す
る
方
向
で

具
体
的
な
検
討
が
進
ん
で
い

る
。

長
野
で
市
町
村
支
援
が
始
動

Ｍ
Ａ
Ｅ
養
成
を
協
議

※◎は代表者 渡辺所長

Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
支
社
は

11
月
22
日
、
7
月
豪
雨
で
被

災
し
た
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・
第
1

三
篠
川
橋
り
ょ
う
の
既
設
構

造
物
の
撤
去
工
事
に
着
手
し

た
。
撤
去
工
事
は
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ

る
広
成
建
設
（
広
島
市
東

区
、
国
広
敏
彦
社
長
）
が
担

当
し
て
い
る
。

既設構造物撤去に着手
ＪＲ芸備線 被災橋梁

既設桁撤去（ＪＲ広島支社提供）
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